
▲間仕切壁南面（クロス仕上げ）のカメラ配置

軽量鉄骨下地間仕切壁の損傷評価実験における
架構層間変形角と間仕切壁傾斜角の関係
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本実験および既往研究2)における架構層間変形角－壁傾斜角の関係と各考察

大型振動台を用いた軽量鉄骨下地間仕切壁の損傷評価実験
▲LGS下地間仕切壁のフラジリティ曲線の一例1)
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スタッド

はじめに
非構造部材の修復性能評価に利用されるフラジリティ曲線はあくまで過去のある実験
での結果であり，供用部材とは必ずしも一致しない。そこで本研究では，軽量鉄骨下
地間仕切壁を評価対象としモニタリング技術を用いた非構造部材のフラジリティ曲線
の逐次最適化を目指している。フラジリティ曲線では①架構層間変形角②損傷状況の
みを評価しており，非構造部材の変形追従性能は深く検討されていない。しかし施工
状況で間仕切壁傾斜角が変化することが既往研究2)で示唆された。そこで本論では大
型振動台実験を実施し，①②＋③壁傾斜角（壁自体の変形性能）の3点を計測し，特
に架構層間変形角と間仕切壁傾斜角の関係および変形機構との対応関係を調査した。

モニタリングカメラ設置
各加振中の動画撮影

壁の損傷

今後の展望（損傷状態との対応）
▲架構層間変形角－間仕切壁傾斜角の関係
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◇本実験試験体の変形追従機構の考察
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・ユニットハウス試験体1階に設置
・開口部スタッド上下ビス止め
・ボードは両面とも2枚貼り

下貼り12.5mm，上貼り9.5mm
・北面仕上げ無，南面クロス仕上げ

▲LGS下地詳細図（南面）

▲試験体南面外観

▲南面せっこうボード割付図（実線：上貼り，点線：下貼り）

◇加振計画
・入力波→JMA神戸NS波

10, 25, 50, 100%計4回加振
・加振方向：振動台東西方向

（間仕切壁面内方向）

◇計測計画
・架構層間変形角→ワイヤー変位計
・間仕切壁傾斜角→ジャイロセンサ
・損傷画像→カメラを片面5台設置

（開口部を中心に撮影）

◇各加振後の南面開口部の損傷進展過程

◇100%加振後における間仕切壁端部等の損傷状況

▲西側柱と隙間発生 ▲東側ボード潰れ ▲西側開口下部ビスひっかく跡

➢ アスペクト比が大きいと傾斜角が大きくなること
が確認された。（本実験結果より）

➢ ボード厚が厚いと傾斜角が大きくなることが確認
された。（既往研究結果より）

➢ 扉がないとロッキングしやすくなり，アスペクト
比が小さくても傾斜角が大きくなると考えられる。

➢ 扉を設けることで壁の一体化が図られ，非開口部
で計算したアスペクト比より小さいアスペクト比
の場合の挙動に近づくと考えられる。

▼各試験体の施工状況一覧

ジャイロセンサ

50%加振(1/100rad.)以降

（赤点：スタッド固定位置）

◇本実験/既往研究試験体の壁傾斜角と変形
追従機構に関する考察

▲開口あり試験体の損傷状況との対応

本実験および既往研究の結果から，
間仕切壁自体の変形追従性能の違
いにより，損傷の発生は層間変形
角では一意に定まらないことが確
認された。

フラジリティ曲線の逐次最適化を
目指すためには，今回検討した架
構層間変形角－間仕切壁傾斜角の
関係に加え，損傷状態との対応関
係を明らかにする必要がある。


